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原爆被害の実相を知り、あの日の記憶と平和への願いを未来へつなごう
人権・社会教育活動事業　人権問題講演会
「被爆体験　父子の別れ」

日時　７月１２日　土曜日　１３時３０分から１５時
会場　駅家交流館　２階　第１学習室
福山市駅家町大字倉光３７番地１
講師　中　正樹さん　公益財団法人　広島平和文化センター　被爆体験証言者
定員　５０人　先着　７月７日　月曜日締切
申込　電話　ファックス　Ｅメールで北部地域振興課へ
受講無料　手話通訳あり　申込必要
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人権・社会教育活動事業
ＤＶＤ上映会　平和を考える
　
日時　７月８日　火曜日　１０時から　　１３時３０分から
会場　北部市民センター　１階　学習情報室
福山市駅家町大字倉光３７番地１
「ヒロシマに一番電車が走った」３０分
上映時間　①１０時から　②１３時３０分から
「夏服の少女たち」３０分
上映時間　①１０時４５分から　②１４時１５分から　　
いつでも入場できます

どなたでも　申込不要
主催・問合せ　北部地域振興課　電話　０８４－９７６－９４６０　ファックス　０８４－９７６－８１５０

わたぼうし
6月になると思い出すこと
　沖縄では、太平洋戦争の末期に激しい地上戦があり、多くの住民が命を落としました。大切な人と過ごす日々が突然奪われ、言葉にならない苦しみと悲しみが広がりました。6月２３日は「沖縄慰霊の日」。今を生きる私たちにできるのは、静かにその歴史に心を寄せることかもしれません。
遠い昔のことではなく、平和や命の大切さを考える大事な時間として、この６月を過ごしてみませんか。

また、ご案内のとおり７月には当事者の方から被爆体験について語っていただきます。８０年前を経験されている方も少なくなっています。当事者の思いから学び、平和のためにできることについて考えたいと思います。

人権は　一人ひとりの　宝物

出前講座　開催費用は無料です！
寄って　話して　自ら気づく
「親の力」をまなびあう学習プログラム　親プロ

　このプログラムは、子どもの成長段階ごとにぶつかる身近なテーマについて、参加者同士が子育ての悩みを共有し、知恵を出し合って学びあう、参加型の学習プログラムです。
このプログラムに「正解」はありません。「自ら気づき　学ぶことができる力」を高めていき、積極的な話し合いや共感を深めることを目的としています。
導入　簡単なゲームや自己紹介をしてリラックスした雰囲気づくりをします
話し合い　ファシリテーター（講座進行役）が各グループに入りプログラムシートに沿って話し合いをします
まとめ　　グループや会場全体で話し合いの振り返りをします
「『親の力』をまなびあう学習プログラム（親プロ）を実施するには
所定の様式でお申込みください。打合せを行い、講座を実施します。
申込書・要綱などは福山市ＨＰ【親プロ】をご覧ください。
人数や時間帯　内容など　まずはご相談ください！
問合せ　北部地域振興課　電話　０８４－９７６－９４６０

「放課後子ども教室」　実施しています！
事業の概要　福山市では、子どもたちが安心・安全に集える活動拠点（居場所）として「放課後子ども教室」（福山市放課後子ども教室推進事業）を実施しています。
〇学校の放課後や参観日、週末等に小学校や交流館等を活用し、地域に合った形でさまざまな活動に取り組んでいます。現在、32学区（町・地域）で実施しています。
〇地域の方（協働活動サポーター）とともに勉強やスポーツ、その他体験活動や交流を行い、子どもたちが地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくり・居場所づくりを推進しています。
北部地域では、福相・駅家・服部・常金丸の４学区（地域）で実施（※予定含む）しています。
　
　常金丸放課後子ども教室　
　５月２６日「お茶教室」を訪問しました
　ちょっぴり緊張！座り方、挨拶の基本を教わります
　初体験！お抹茶をたてます
　お茶の出し方　　先生は優しい
お菓子はたのしみ！
放課後子ども教室に関するお問い合わせ
北部地域振興課　電話　０８４－９７６－９４６０

たんぽぽ１９６号をそのまま読むことが困難な方のために、営利目的を除き録音・拡大写本など行なうことを認めます。

